三館連携「津山モデル」の歩みと展望 by 二宮 敦

































2015 年に創立 100 周年を迎えました。その記念事業の一環として、美作学園創立 100 周年記念





- 2 - 
 


















自動車文庫「ぶっくまる」を擁する図書館になりました。蔵書数は 474,527 冊（2019 年度末）、
年間の開館日数は 340日（2019 年度）を誇り、広く住民の利用に供する体制を整えるとともに、
2025 年の設立 50 周年に向け、住民の多様化・高度化する学修ニーズに応え得るサービスの提供
に邁進しています。 
美作大学図書館と津山市立図書館は、「利用者等の教育、学術及び文化の発展に資すること」を






















































































































たりします。さらに、2018 年の「三館連携 10 周年記念事業『地域と暮らしをおいしくする図書


































































会が 2011 年より年 1 回行われているほか、三館および岡山県美作高等学校図書館を回るスタン


























 その結果、祝日や週末を除けば、利用者の予約申込後、半日から 1 日程度で必要な図書館に資
料を届けることができる運用体制となっています。現在では、Amazon や楽天などのネットショ
ッピングで、注文当日や翌日に商品が届くことが当たり前になっており、利用者本位のサービス









































































































 前項で述べた通り、利用実績も順調に伸びているとはいえず、これは PR 不足が原因の一端で
あることは間違いがありませんでした。 













・「図書館総合展 2018 フォーラム in津山」「三館連携『津山モデル』と新しい団体貸出システ
ム～学びの環境を耕す～」大河原信子（津山市立図書館副館長１３）（2018年 5月 19日） 
・「学びの環境を耕す－津山市立図書館の地域連携」大河原信子（津山市立図書館副館長１４）『図
書館評論』59号（2018年 7月 1日） 
・「美作大学図書館と国公私を越えた『津山モデル』10 年の取組」二宮敦（美作大学図書館係
長）『教育時報』通巻 831号（2018年 11月 25日） 
・「未来につながるまちづくり～知的資源を活かした津山の活性化～」谷口圭三（津山市長）、
鵜﨑実（美作大学・美作大学短期大学部学長）、磯山武司（津山工業高等専門学校校長）『広







































 2018 年に開催された「三館連携 10 周年記念事業『地域と暮らしをおいしくする図書館（スパ
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３ 「勝ち残る大学消える大学」『エコノミスト』97巻 47号 通号 4628（2019年 12月 3日）
より。 
 






















“足腰のサービス”」より。『神戸新聞』（2018年 3月 22日夕刊）等に掲載。 
 
１０ 註 8に同じ。 
 
１１ YouTube（美作大学公式チャンネル）にて公開。URL： https://youtu.be/Syhk8BFYrJg 
 
１２ 註 9に同じ。 
 
１３ 肩書は当時。2019年 4月より津山市立図書館長。 
 




１４ 註 13に同じ。 
 
１５ 「カリコレ」は、株式会社ワードシステムと津山市立図書館が共同開発した、クラウドで
利用可能な図書館向けサテライト貸出システムです。2019年 1月にリリースされました。美
作大学図書館で導入する際、展示コーナー（およびサービス）名として同名を流用しました。 
URL：https://www.wordsystem.co.jp/callichore/ 
